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東北観光DMPを活用した
ポストコロナ観光戦略策定事業

分析レポート結果

東北観光推進機構 担当者会議

合同会社 六根
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自己紹介

安藤 皇太（あんどう こうた）

合同会社六根 共同CEO

2016年   三井住友カードに入社。法人向けの営業を担当

2018年   統合マーケティング部にて、自治体向け観光消費動向調査事業を開始

SNSデータホルダーのナイトレイ社、GPSデータホルダーのナビタイムジャパン社等との

アライアンスを促進し、データの掛け合わせ分析メニューを確立

2019年 観光庁、経産省、宮城県、川崎市、福岡市など、幅広い省庁、自治体を支援

2020年   データ戦略部にてデータ分析支援サービス“Custella”を立上げ

2022年 “Custella”による自治体マーケティング支援チームを指揮

合同会社六根を立ち上げ

2023年 ToC向けのパーソナライズド・マーケティングをデータ視点で企画

データマーケのレベル向上、新規サービス立ち上げ、CDP構築等に従事

細谷 友樹（ほそや ゆうき）

合同会社六根 共同CEO

2006年   三井住友カードに入社。法人営業やファイナンス事業を担当

2012年   自社アプリやインバウンド向けメディア等の企画・立ち上げに従事

2017年 自治体向けの観光消費動向調査事業を立ち上げ

NTT西日本社と組み、インバウンド向けの加盟店誘客施策及び

Wi-Fi×消費データによる観光動向分析を提供

2018年 佐賀県、佐賀市、大阪観光局など幅広い自治体、DMOを支援

2020年   データ戦略部にてデータ分析支援サービス“Custella”を立上げ

2022年 データを活用した新規事業、サービス企画を指揮

合同会社六根を立ち上げ

2023年 Tポイント×Vポイント統合による共同データビジネス企画を指揮

＜会社名＞

合同会社 六根

＜設立＞

2022年10月

＜所在地＞

東京都葛飾区東金町6-15-1

＜役員＞

・共同CEO 細谷友樹

・共同CEO 安藤皇太

基本情報 チーム
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本レポートの分析範囲

❺ 打ち手の実行❹ データの考察❸ 実態の把握❷ データの収集❶ 仮説の設定

今回の分析範囲

現場感が重要
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分析仕様
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分析要件

No. 項目 内容

1 対象エリア 青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、新潟県

2 対象期間 2019 年1月～9月、2023年1 月～9月

3 対象国籍 台湾、中国、タイ、欧米（イギリス、フランス、ドイツ、イタリア、スペイン、アメリカ）、豪州

4 対象ダッシュボード
・公的統計×消費購買（MXD-11）
・海外動態×消費購買（MXD-10）
・その他（任意）

5 業務内容

① 公的統計×消費購買ダッシュボードを用いて、対象自治体における市場別、業種別の消費
傾向について、全国の傾向との違いや特徴を分析すること

② 海外動態×消費購買ダッシュボードを用いて、対象自治体における市場別の来訪数と消費
額のギャップ（来訪数は多いが消費額が少ない、消費額は多いが来訪数が少ない地域な
ど）を把握し分析すること

③ 上記①及び②と併せて、他ダッシュボードを活用した深掘り分析を行うこと
④ 上記①～③を踏まえて、ポストコロナに向けた東北広域の観光戦略の策定につながる分析

結果のまとめを行うこと
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レポート構成

No. 項目 内容

1 動態

(1)コロナ前後でインバウンド観光客の量と国籍トレンドがどう変化したかを分析
→どの国が勝ちで、どの国が伸びているかを把握する

(2)インバウンドが訪れるエリアを分析
→全体トレンドの人気エリアと、勝ち国籍、伸び国籍の人気エリアを比較する

2 消費

(1)コロナ前後でインバウンド観光客の消費量と国籍トレンドがどう変化したかを分析
→どの国が勝ちで、どの国が伸びているかを把握し、動態分析の国籍とのギャップを捉える

(2)インバウンドが消費する業種を分析
→全体トレンドの人気業種と、動態の勝ち国籍、伸び国籍の人気業種を比較する

3 動態×消費
(1)動態と決済のギャップがある都市の数と季節性を把握
(2)ギャップが大きい月の消費と動態それぞれの国籍シェアを比較して、原因を分析

4 公的統計×消費
(1)各県と全国の消費カテゴリの傾向と、国籍別の消費単価の大小を分析
→全国と比較したときの、消費先や国籍別の消費意欲に差があるかを把握
(2)ギャップが大きい消費カテゴリについて、詳細の品目や業種別に分析

5 まとめ

東北広域の観光戦略策定に向けた、「ターゲット」、「エリア」、「コンテンツ」の示唆をまとめる
・ターゲット：コロナ前後の勝ち、伸び国籍
・エリア：それらの国が、どのエリア、どのスポットを好んでいるか
・コンテンツ：それらの国が、何に消費しているのか
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分析結果サマリ
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エグゼクティブサマリ

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

1

2

3

4

5

6

東北各県

新潟県

7

ターゲット

台湾

アメリカ

83,596人

14,595人

ドイツ

イギリス

+590.7%

+209.1%

消費単価

8,093円
青森駅

弘前城

人気エリア

奥入瀬川

十和田湖

✓ 桜やねぶた文化を中心にした集客がメインで、冬の

集客にポテンシャルがあるためウインタースポーツや

温泉コンテンツで決済の伴う集客拡大に期待

特徴

台湾

タイ

75,753人

7,021人

イギリス

タイ

+147.6%

+57.1%
16,895円

盛岡駅

盛岡中心街

花巻温泉

猊鼻渓

✓ 台湾依存度が高く全体の観光客減が課題のため、

伸び盛りのタイ等のニーズや時期を捉えた発信強化

や街ブラ消費スポット拡大に可能性あり

台湾

タイ

157,746人

17,912人

イタリア

フランス

+158.6%

+57.2%
15,250円

仙台駅

国分町

松島

エスモール

✓ 東北のターミナルかつショッピング拠点の力を活用し、

自然やコト消費スポットへの観光客分散が課題

✓ ターゲット国や季節の多様化への対応が重要

台湾

タイ

42,972人

4,203人

イギリス

台湾

+483.5%

+27.1%
12,117円

角館

秋田駅

田沢湖

千秋公園

✓ 強みの秋の消費拡大に繋げるコンテンツ強化と、

夏冬の集客に向けた祭、ゴルフ、ウインタースポーツ等

のプロモーション強化に可能性

台湾

タイ

76,436人

11,388人

イギリス

ドイツ

+108.1%

+104.5%
22,919円

銀山温泉

山形駅

蔵王

天童

✓ 銀山温泉の映え需要による冬の強さを活かした温泉

以外の冬コンテンツへの派生が重要

✓ 初夏の集客コンテンツ強化も今後ポテンシャルあり

台湾

タイ

59,743人

10,650人

イギリス

フランス

+1580.6%

+292.7%
14,041円

大内宿

五色沼

鶴ヶ城

リステル猪苗代

✓ 台湾が大きく増加している一方で、他県で強いタイや

オーストラリアの減少傾向に今後のポテンシャルあり

✓ 会津エリア、いわきエリアのコンテンツ強化が重要

台湾

タイ

55,734人

18,210人

フランス

イギリス

+626.1%

+75.7%
16,635円

越後湯沢

ガーラ湯沢

苗場スキー場

新潟駅

✓ 台湾への依存低く分散しているが全体として観光客

が減少傾向で、強みのウインタースポーツだけに頼ら

ないコンテンツの整備と強化が重要
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青森県
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国籍別の動態変化（GPS-10）

✓ 青森県の外国人観光客数、宿泊者数は2019年1～9月比約3％増、宿泊者数は約3％増
✓ 国籍別では台湾が最も多く約60％、次いでアメリカ、タイ、中国の順
✓ 増減は、台湾が約31.3％増、タイが約127％増加、イギリス、フランス、ドイツも増加率高い
✓ 中国は約70％減、オーストラリアは約15％減

2019年1~9月 2023年1~9月

+126.9％

+31.3％

-0.2％

-68.8％

-14.8％

+209.1％

+189.5％

+590.7％

+3.3％

+131.9％

+34.8％

+12.8％

-67.3％

-16.5％

+276.7％

+711.2％

+460.0％

+3.2％
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スポット別の動態変化（GPS-32）

✓ 全国籍の傾向は、青森駅を中心に、弘前城、奥入瀬、十和田湖へ。新青森駅が増加し、青森空港、弘前、八戸は減少
✓ 中国は、奥入瀬、弘前城、県立美術館が上位
✓ 台湾は、全体傾向と同様、青森県立美術館が増加

全国籍 中国 台湾

観光客数
＋3.3%

宿泊客数
＋31.3%

観光客数
-68.8%

宿泊客数
-67.3%

観光客数
＋31.3%

宿泊客数
＋34.8%
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スポット別の動態変化（GPS-32）

✓ タイは、弘前城エリアへ集中、青森駅に加え新青森駅も増加
✓ イギリスは、青森駅と弘前城エリア
✓ フランスは、青森駅と十和田現代美術館

タイ イギリス フランス

観光客数
＋126.9%

宿泊客数
＋131.9%

観光客数
+209.1%

宿泊客数
+276.7%

観光客数
＋189.5%

宿泊客数
＋711.2%
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スポット別の動態変化（GPS-32）

✓ アメリカは、青森駅、弘前城エリアに加え、本八戸繁華街、三沢市外食店街等が特徴的、米軍関係と思料
✓ オーストラリアは、青森駅、弘前城エリアに加え、 青森スプリングリゾート、八甲田ロープウェイ等が特徴的、ウィンタースポーツ
での来訪と思料

アメリカ オーストラリア

観光客数
-0.2%

宿泊客数
＋12.8%

観光客数
-14.8%

宿泊客数
-16.5%
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国籍別の消費動向変化（PAY-11）

✓ 青森県のコロナ前後の国籍別消費動向は利用人数・件数は増加、一方利用単価は15,060円→8,093円と下落
✓ 利用人数は中国が下落し、台湾、オーストラリア、タイ、イギリスが伸長
✓ 利用単価はアメリカ、オーストラリア、ドイツの下落幅が大きいが、台湾は下落幅は少なく、フランス、スペインは上昇

2019年1~9月 2023年1~9月

-63％

＋45％

＋173％

+143％

＋245％

＋214％

＋121％

＋69％

＋21％

＋42％

＋35％

-17％

-58％

-2％

-37％

-23％

-33％

-35％

+2％

-20％

+3％

-46％
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

✓ 青森県の業種別の消費動向は、その他小売り、飲食店、コンビニ等、レジャーの利用人数が伸長
✓ 利用単価はその他小売り、コンビニ等、空港店舗の下落幅が大きいが、ホテル・旅館、スーパー、百貨店は上昇
✓ 中国の利用人数はホテル、百貨店、スーパー、ドラッグストアが減少
✓ 一方利用単価はホテルは変わらず、百貨店、レンタカーは上昇

全国籍 中国
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

✓ 台湾の利用業種は、ホテル、その他小売り、レンタカー、美術館が上位。車での周遊が見られる
✓ 宿泊単価が約7000円増、百貨店も増飲食店・レストランは人数増加により単価低下
✓ タイの利用業種は、ホテル、飲食店、百貨店、その他小売り、居酒屋が上位レジャー利用も一部見られる
✓ 単価は宿泊はやや減、飲食店、居酒屋単価は増加傾向

台湾 タイ
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

✓ スペインの利用業種は、ホテル、バスタクシー、居酒屋、飲食小売り、その他小売りが上位
✓ 宿泊単価は約10,000円増（他は母数が少なく比較できず）
✓ アメリカの利用業種は、その他小売りが最も多いことが特徴ホテル、スーパー、飲食店、コンビニが上位
✓ ショッピングセンター、ホームセンター利用等もあり米軍関係者と思料

スペイン アメリカ
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消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 三沢市は決済金額がトップであるが、観光客は6位。米軍関係者の決済が多いと思料
✓ 青森市は決済金額、宿泊、観光客ともに高く経済、観光の中心地。十和田、上北郡は宿泊客が多く決済金額も上位
✓ 八戸、弘前は観光客数が多く、決済金額は、十和田、上北郡よりも多い

2019年1~9月 2023年1~9月
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月別の消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 月別の傾向は、4月が観光客数、宿泊客数、決済金額ともに高い
✓ 5月に反動で下がり、6月から8月にかけて増加していく傾向
✓ 2019年10月も高く、台湾、国慶節の影響と思料
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月別の消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 2019年は10月、4月の順、2023年も4月が多い
✓ 4月は台湾に次ぎ、タイが多く、桜人気がうかがえる
✓ 1，2月はオーストラリアが多く、ウィンタースポーツを目的とした来訪と思料
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全国との消費傾向比較（MXD-11）

✓ 全国と比較した2023年の青森の消費単価傾向は、交通の割合が高い一方、飲食の割合が非常に低い
✓ 2019年対比で飲食の単価が大幅に下落しており、買い物、宿泊単価は微増

2019年1~9月 2023年1~9月

全国

青森県
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全国との消費品目比較（MXD-11）

✓ 全国対比で青森の交通が高い理由としては、その他交通の利用単価が高く、特にドイツ、タイ、オーストラリア、アメリカ、
イギリスが自動車以外の交通手段以外を利用していると思料

✓ タイ、オーストラリア、ドイツが相対的に交通費の単価が高いことが分かる

全国

青森県

2023年

2023年
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青森県まとめ

1位：台湾 2位：アメリカ 3位：タイ

来訪
実訪問数：83,596人（1位）
増減率：＋31.3％（5位）

実訪問数：14,595人（2位）
増減率：-0.2％（6位）

実訪問数：12,521人（3位）
増減率：＋126.9％（4位）

エリア
(量)

1位 青森駅前西側 1位 青森駅前西側 1位 青森駅前西側

2位 青森駅前東北側 2位 青森駅前東北側 2位 弘前城

3位 奥入瀬川の上流 3位 本八戸繁華街 3位 青森駅前東北側

エリア
(伸び)

1位 新青森駅周辺部 1位 新青森駅周辺部 1位 新青森駅周辺部

2位 青森県立美術館 2位 代官町（観光ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｴﾘｱ） 2位 弘前城北部ｴﾘｱ

3位 奥入瀬川の上流 3位 青森駅前東北側 3位 弘前城

消費
利用者数：3,158人（2位）
増減率：＋173％（3位）

利用単価：13,008円（1位）

利用者数：15,847人（1位）
増減率：＋245％（7位）

利用単価：6,884円（10位）

利用者数：815人（5位）
増減率：＋45％（1位）

利用単価：9,538円（5位）

消費
(量)

1位 ホテル・旅館 1位 その他小売 1位 ホテル・旅館

2位 その他小売 2位 ホテル・旅館 2位 飲食店・レストラン

3位 レンタカー・ガソリンスタンド 3位 スーパー 3位 百貨店

消費
(伸び)

1位 その他小売 1位 飲食店・レストラン 1位 飲食小売

2位 スーパー 2位 その他小売 2位 レンタカー・ガソリンスタンド

3位 飲食店・レストラン 3位 居酒屋 3位 ホームセンター

季節 4月、8月 7月、8月 4月
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青森県まとめ

ヒト

ヒト
×

エリア

エリア
×
消費

季節
コンテンツ

✓ 観光客数は129千人コロナ前比3.3％増。台湾が中心（64％）

✓ 台湾が約30％増、タイが約130％増加、イギリス、フランス、ドイツも大幅増加

✓ 台湾は奥入瀬、弘前城、十和田湖エリア県立美術館が伸び ⇒ 自然、アート

✓ タイは弘前城エリアに集中 ⇒ 桜（花）

✓ イギリス、フランスは青森駅、弘前駅 ⇒ 文化（ねぶた）、桜

✓ 台湾は宿泊単価約7,000円増＋レンタカー、美術館 ⇒ 泊数増orプチ贅沢リピーター、範囲拡大、コト消費

✓ タイは宿泊単価減、飲食、百貨店、居酒屋 ⇒ 花＋食を楽しむモノ消費も

✓ 4月、弘前城の桜（約33千人）、10月国慶節、秋の奥入瀬、十和田観光（約40千人）

まとめ
✓ 上記強みに加え、ウインタースポーツ、温泉のコンテンツによって、オーストラリア、中国（ウィンタースポーツ人気）の

冬集客のポテンシャル

✓ 「ねぶた文化」、「ワ・ラッセ」という観光拠点を武器とした観光発信
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岩手県
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国籍別の動態変化（GPS-10）

✓ 岩手県の2023年1～9月の外国人観光客数は93,872人と2019年比2.4％減、宿泊者数は4.5％増
✓ 国籍別では台湾が最も多く約80％、次いでタイ、オーストラリア、中国、アメリカの順
✓ 増減は、台湾が約45％増、タイが約57％増加、オーストラリア、イギリス、ドイツも増加率高い
✓ 中国は89％減、アメリカは51％減

2019年1~9月 2023年1~9月

+15.8％

+44.6％

+57.1％

-89.0％

-51.0％

+147.6％

+7.1％

-2.4％

+12.7％

+33.4％

+137.4％

-86.1％

-54.3％

+4.5％
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スポット別の動態変化（GPS-32）

✓ 全国籍の傾向は、盛岡エリア、花巻温泉、猊鼻渓、雫石スキー場、岩手城址の順
✓ 中国は、安比高原が人気、ウィンタースポーツ目的と思料
✓ 台湾は、盛岡エリア、雫石スキー場、中尊寺が特徴、花巻温泉や盛岡つなぎ温泉などの温泉も人気

全国籍 中国 台湾

観光客数
-2.4%

宿泊客数
＋4.5%

観光客数
-89.0%

宿泊客数
-86.1%

観光客数
＋44.6%

宿泊客数
＋33.4%
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スポット別の動態変化（GPS-32）

✓ タイは、盛岡エリア、猊鼻渓、北上市立公園も上位に
✓ イギリスは、盛岡エリア
✓ フランスはデータなし

タイ イギリス フランス

データなし

観光客数
＋57.1%

宿泊客数
＋137.4%

観光客数
+147.6%
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スポット別の動態変化（GPS-32）

✓ アメリカは、盛岡エリア、岩手城址、県立美術館、盛岡つなぎ温泉、盛岡手作り村など盛岡市内を周遊の傾向
✓ オーストラリアは、安比高原、雫石スキー場、夏湯温泉スキー場などウィンタースポーツ目的と思料

アメリカ オーストラリア

観光客数
-51.0%

宿泊客数
＋54.3%

観光客数
+15.8%

宿泊客数
+12.7%
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国籍別の消費動向変化（PAY-11）

✓ 岩手県のコロナ前後の国籍別消費動向は利用人数・単価は約20％減、利用単価は21,161円→16,895円と下落
✓ 利用人数は中国が下落し、台湾、アメリカ、タイ、ドイツ、イギリスが伸長
✓ 利用単価は軒並み下落しているが、アメリカ、中国は上昇

2019年1~9月 2023年1~9月

-93％

＋25％

＋149％

+100％

＋418％

＋168％

＋281％

＋76％

＋74％

＋50％

-17％

+194％

-30％

+21％

-39％

-24％

+33％

-36％

-39％

-61％

-57％

-20％
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

✓ 岩手県の業種別の消費動向は、ホテル、レジャー、旅行代理店、その他小売り、飲食店が利用金額上位
✓ 利用単価はホテルは約6千円上昇、飲食店は微増
✓ 中国はホテル、飲食店、レジャーの順
✓ 利用単価はホテルは大幅増、飲食店も増加傾向、一方でレジャーが下落

全国籍 中国
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

台湾 タイ

✓ 台湾の利用業種は、ホテル、レジャー、その他小売り、飲食店、ドラッグストアが上位
✓ 宿泊単価は微減、レジャーは大幅減。その他小売り、飲食店、ドラッグストアは増加
✓ タイの利用業種は、ホテル、レジャー、飲食店、百貨店、その他小売りが上位
✓ 単価は宿泊は増加、他は人数増加により単価は落ち着いた傾向
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

オーストラリア

✓ オーストラリアの利用業種は、ホテル、レジャー、レンタカー、その他小売り、飲食店が上位
✓ 宿泊単価は約12,000円減、レジャーも約50％減
✓ 飲食店単価は上昇→宿泊日数減に伴う関連単価減少と思料
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消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 2019年1～9月は八幡平市（安比高原）が宿泊客数、消費金額トップ、観光客数トップ、消費金額2位が盛岡市
✓ 2023年1～9月は八幡平市（安比高原）が宿泊客数は4位に下がるも消費金額はトップ
✓ 一関市の観光客数が2位に躍進し、消費金額も4位に上昇
✓ 西磐井郡（中尊寺）は観光客が5位から4位に上がり、消費金額は10位から7位に上昇

2019年1~9月 2023年1~9月
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月別の消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 月別の傾向は、1月が決済金額が高く、12，2月も高い。一方観光客数、宿泊客数は多くなくウィンタースポーツ目的の
長期滞在者が要因と思料

✓ 観光客数、宿泊客数は、4月の桜シーズンや10～11月の紅葉シーズンが多いが、一方消費金額と比例しておらず、県内で
の消費の取り込みが課題
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月別の消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 消費金額は12－2月はオーストラリアが多く、4月はタイも多い
✓ 観光客数は4月、10－11月の台湾、中国、タイが多い
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全国との消費傾向比較（MXD-11）

2019年1~9月 2023年1~9月

全国

岩手県

✓ 全国と比較した2023年の岩手の消費単価傾向は、レジャー、交通の割合が高く、飲食の割合が非常に低い
✓ 2019年対比では、買い物が大きく下がっており、交通は増加傾向
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全国との消費品目比較（MXD-11）

✓ 全国対比で岩手のレジャーが高い理由は、旅行代理店の単価が高く、アメリカ、中国、台湾、オーストラリアは特に高い
→ホテルやレジャー全体を岩手のエージェントに任せて旅行している可能性が考えられる
✓ 全国対比で岩手の交通が高い理由は、消費人数が多いアメリカ、オーストラリアのレンタカー単価が高いことと思料

全国

岩手県

2023年

2023年

2
0
2
3
年
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岩手県まとめ

1位：台湾 2位：タイ 3位：オーストラリア

来訪
実訪問数：75,753人（1位）
増減率：＋44.6％（3位）

実訪問数：7,021人（2位）
増減率：+57.1％（2位）

実訪問数：3,753人（3位）
増減率：＋15.8％（4位）

エリア
(量)

1位 盛岡駅北西 1位 盛岡駅北西 1位 盛岡駅北西

2位 花巻温泉 2位 盛岡中心街 2位 盛岡中心街

3位 盛岡中心街 3位 猊鼻渓 3位 宿街

エリア
(伸び)

1位 中尊寺周辺 1位 北上市立公園展勝地 1位 雫石スキー場

2位 雫石スキー場 2位 盛岡中心街 2位 盛岡中心街

3位 猊鼻渓 3位 盛岡駅北西 3位 盛岡駅北西

消費
利用者数：3,581人（1位）
増減率：＋25％（9位）

利用単価：14,823円（4位）

利用者数：1,170人（5位）
増減率：＋418％（1位）

利用単価：14,486円（5位）

利用者数：1,584人（4位）
増減率：＋100％（5位）

利用単価：14,375円（6位）

消費
(量)

1位 ホテル・旅館 1位 ホテル・旅館 1位 ホテル・旅館

2位 レジャー（ゴルフ・映画・カラオケ等） 2位 レジャー（ゴルフ・映画・カラオケ等） 2位 飲食店・レストラン

3位 その他小売 3位 飲食店・レストラン 3位 百貨店

消費
(伸び)

1位 その他小売 1位 飲食店・レストラン 1位 ホームセンター

2位 ドラッグストア 2位 レジャー（ゴルフ・映画・カラオケ等） 2位 その他小売

3位 百貨店 3位 その他小売 3位 飲食店・レストラン

季節 4月、8月 4月 1月、2月
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岩手県まとめ

ヒト

ヒト
×

エリア

エリア
×
消費

季節
コンテンツ

✓ 観光客数は93千人コロナ前比2.4%減（宿泊者数は＋4.5％増）

✓ 台湾が中心（約80％）他県に比べ台湾依存度が高いタイ、オーストラリア、イギリスが大幅増

✓ 台湾は盛岡駅エリア、花巻温泉、雫石ウィンタースポーツ場、猊鼻渓、中尊寺が伸び ⇒文化、自然、温泉、ウィ

ンタースポーツ

✓ タイは盛岡駅エリアに集中、猊鼻渓安比高原も増加 ⇒ 街中観光、レジャーの兆し

✓ オーストラリアのウィンタースポーツ人気

✓ 台湾はその他小売り、飲食店が伸び⇒街ブラ消費消費スポットが少ない

✓ タイはレジャー消費が伸び ⇒高原ゴルフorウィンタースポーツ

✓ 11月紅葉シーズン、中尊寺（約24千人）、10月国慶節（約23千人） ⇒11月は日帰り客も宿泊強化

✓ 冬は人が少ない（約4千人）が、決済金額が高い（月別1位） ⇒オーストラリア、ウインタースポーツの長期

滞在

まとめ
✓ 盛岡駅エリアの人気、八幡平エリアの高原レジャー（ゴルフ、ウィンタースポーツ）が中心、弱い国、時期に対する

認知強化で集客余地あり

✓ 消費が宿泊とレジャーに集中飲食、アート、小売り等消費増加ポテンシャルあり
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宮城県
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国籍別の動態変化（GPS-10）

✓ 宮城県の外国人観光客数は223,171人と2019年比+15.3％と増加宿泊客数は＋27.3%増
✓ 国籍別では台湾が約70％、次いでタイ、中国、アメリカの順
✓ 増減は、台湾が約47.7％増、タイが約130％増加、イギリス、フランス、ドイツも増加率高い
✓ 中国は約70％減、オーストラリアは約15％減

2019年1~9月 2023年1~9月

-51.7％

+47.7％

+15.0％

-36.9％

+26.3％

+48.4％

+57.2％

+21.6％

+158.6％

+15.3％

-50.1％

+64.0％

+25.2％

-36.9％

+37.0％

+59.1％

+60.1％

+5.2％

+27.3％



43© Rockon Company, Limited 43

スポット別の動態変化（GPS-32）

✓ 全体傾向では、仙台駅周辺、国分町の歓楽街、松島を中心に人が多いイオンモール名取は新スポットとして集客
✓ 中国は、仙台駅を中心に大幅に訪問者減2つのスタジアムが増加している為サッカー等のイベントでの来訪が伺える
✓ 台湾は、イオンモール名取の全体人数のうち9割以上を占める三井アウトレットや蔵王リゾートの伸びが大きい

全国籍 中国 台湾

観光客数
＋15.3%

宿泊客数
＋27.3%

観光客数
-51.7%

宿泊客数
-50.1%

観光客数
＋47.7%

宿泊客数
＋64.9%
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スポット別の動態変化（GPS-32）

✓ タイは、仙台駅周辺、松島周辺の観光増が全体の伸びを押し上げている19年対比、幅広いスポットで大幅増
✓ イギリスは、仙台駅を中心に観光客を呼び込み始められている松島、瑞鳳殿など、来訪範囲も広がっている
✓ フランスは、宿泊者数も＋60.1%と大きく伸びており、国分町での消費にもつながっている一方、松島の訪問は大幅減

タイ イギリス フランス

観光客数
＋15.0%

宿泊客数
＋25.2%

観光客数
+48.4%

宿泊客数
+59.1%

観光客数
＋57.2%

宿泊客数
＋60.1%
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国籍別の消費動向変化（PAY-11）

✓ 宮城県全体のインバウンド消費は、利用人数が37,089人→49,322人(+33％)と増加傾向件数、金額も増加
✓ 国籍別には、増加数では台湾が約1万人も増加4位のタイは約3倍に増加しており、下位国籍は100％以上増が多い
✓ 一方、単価は中国、イタリア以外の国で減少傾向消費件数が増加し、少額決済も増加していることの表れと思料

2019年1~9月 2023年1~9月

-64％

＋59％

＋56％

＋192％

＋128％

＋107％

＋111％

＋110％

＋95％

＋149％

＋33％

+18％

-6％

-15％

-25％

-20％

-34％

-45％

-46％

＋5％

-58％

-11％
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

✓ 宮城県全体の業種別消費は、ホテル・旅館、免税店、ショッピングセンターの順に多い
✓ 利用単価はホテルは約6千円上昇、免税店、百貨店、家電も増加
✓ 中国は家電、ホテル、百貨店、ショッピングセンターの順
✓ 利用単価は家電、百貨店が大幅増。購買意欲の高い中国人が来訪

全国籍 中国
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

✓ 台湾の利用業種は、免税店、ホテル、空港店舗、ショッピングセンターの順。東北観光の拠点としてモノ消費が目立つ
✓ 宿泊単価は約5千円増百貨店、免税店、家電も増円安の影響かレンタカー単価も増加、泊数が伸びている可能性
✓ タイの利用業種は、ホテル、飲食店、百貨店、その他小売りが上位
✓ 単価は宿泊は微増、家電は増加。免税利用は上位にはない

台湾 タイ
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消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 2019年1～9月は仙台市青葉区が宿泊客数、消費金額トップ、観光客数トップと中心地で2023年も同様
✓ 2023年1～9月は名取市の消費が4位に浮上→ショッピングモール利用者増加か
✓ 宮城郡は観光客が2位も消費は6位→松島に訪れ消費は仙台市内の傾向か

2019年1~9月 2023年1~9月
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月別の消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 月別の観光客数は4月の桜シーズン、10月～12月も多い。2023年は6月～8月も増加 ⇒夏の集客増加
✓ 1、2月は客数比消費額が多い
✓ 8月は客数対比消費金額が少ない
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月別の消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 観光客数は4月、6、7、8月と台湾人が多い。タイは、4月、10－12月に多い ⇒桜、紅葉
✓ 消費金額は1－2月のオーストラリアが高い ⇒ウィンタースポーツ目的、泊数長い滞在
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全国との消費傾向比較（MXD-11）

✓ 全国と比較した2023年の宮城の消費単価傾向は、買い物、交通の割合が高い一方、飲食の割合が非常に低い
✓ 2019年対比で宿泊費は増加傾向、買い物、飲食は微減

2019年1~9月 2023年1~9月

全国

宮城県
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全国との消費品目比較（MXD-11）

✓ 全国対比で宮城の買い物が高い理由は、消費人数の多い台湾、アメリカ、中国、タイが百貨店、家電量販店、貴金属・
時計、衣服ブランド等で高額消費をしており、東北のショッピングの拠点であることが伺える

全国

宮城県

2023年

2023年
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全国との消費品目比較（MXD-11）

✓ 全国対比で宮城の交通が多い理由は、台湾、中国、アメリカのレンタカー利用が多く、宮城拠点での周遊の可能性が
考えられる。

全国

宮城県

2023年

2023年
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宮城県まとめ

1位：台湾 2位：タイ 3位：中国

来訪
実訪問数：157,746人（1位）
増減率：＋47.7％（4位）

実訪問数：17,912人（2位）
増減率：+15.0％（7位）

実訪問数：17,085人（3位）
増減率：-51.7％（9位）

エリア
(量)

1位 仙台駅前西側 1位 仙台駅前西側 1位 仙台駅前西側

2位 仙台駅前南西側 2位 国分町 2位 国分町

3位 国分町 3位 仙台駅前南西側 3位 仙台駅前南西側

エリア
(伸び)

1位 三井ｱｳﾄﾚｯﾄP仙台港･ｷﾘﾝﾋﾞｰﾙ工場 1位 松島海岸周辺 1位 キューアンドエースタジアムみやぎ

2位 蔵王郷ﾘｿﾞｰﾄ 2位 宮城蔵王白石ｽｷｰ場/不忘山登山口 2位 東北大・本丸跡

3位 仙台駅前西側 3位 エスモール 3位 国分町

消費
利用者数：26,343人（1位）
増減率：＋59％（8位）

利用単価：17,347円（2位）

利用者数：4,783人（4位）
増減率：＋192％（1位）

利用単価：12,438円（3位）

利用者数：3,942人（3位）
増減率：-64％（10位）

利用単価：20,753円（1位）

消費
(量)

1位 免税店 1位 ホテル・旅館 1位 家電量販店

2位 ホテル・旅館 2位 飲食店・レストラン 2位 ホテル・旅館

3位 空港店舗 3位 百貨店 3位 百貨店

消費
(伸び)

1位 空港店舗 1位 ホームセンター 1位 貴金属・時計

2位 家電量販店 2位 衣服小売 2位 その他小売

3位 百貨店 3位 飲食店・レストラン 3位 免税店

季節 4月、6月、7月、8月 4月 8月
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宮城県まとめ

ヒト

ヒト
×

エリア

エリア
×
消費

季節
コンテンツ

✓ 観光客数は223千人コロナ前比15.3%増（宿泊者数は27.3％増）

✓ 台湾が中心（約70％）だが、タイが増加傾向、中国、アメリカは大幅減

✓ 仙台駅、国分町が観光の中心エリア ⇒ いかに分散させるかに可能性

✓ 台湾は三井アウトレットパーク、キリン工場が伸び ⇒ 買い物エリアの拡大やコト消費ニーズの兆し

✓ タイは松島海岸や宮城蔵王白石ｽｷｰ場/不忘山登山口も増加 ⇒ 自然、レジャー観光の兆し

✓ 台湾は免税店、空港店舗、家電などが中心で伸びも高い ⇒ 幅広いショッピングニーズの強さ

✓ タイはホームセンター、衣服小売が伸び ⇒ 仙台駅周辺での買い物需要がまだ中心

✓ 4月の桜シーズンが中心、紅葉や国慶節も拡大シーズン ⇒ 訪問と決済のギャップは少ない

✓ 2023年は6〜9月も4月水準での観光客増 ⇒ 為替影響に加えて、台湾が4月以降も増加傾向

まとめ
✓ 東北のターミナルかつショッピングの中心エリア、仙台中心街に集まる外国人を自然やコト消費を体験できる各観光

地に分散することにポテンシャル

✓ 台湾の来訪シーズンが幅広くなっていることに注目しながら、タイなど伸び盛り国への対応も強化したい
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秋田県
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国籍別の動態変化（GPS-10）

2019年1~9月 2023年1~9月

-48.2％

+27.1％

+14.4％

-36.9％

+18.4％

+483.5％

+12.1％

-48.6％

+20.4％

+14.3％

-36.8％

+69.4％

+4.8％

✓ 秋田県の2023年1～9月の外国人観光客数は55,424人と2019年比12.1％増、宿泊者数は4.8％増
✓ 国籍別では台湾が最も多く約70％、次いでタイ、中国、アメリカ、オーストラリアの順
✓ 増減は、台湾が約27.1％増、タイが約14％増加、オーストラリア、イギリスも増加率高い
✓ 中国は約48％減、アメリカは約37％減
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スポット別の動態変化（GPS-32）

全国籍 中国 台湾

✓ 全国籍の傾向は、秋田駅より新幹線の角館駅が多く、田沢湖と続く乳頭温泉、道の駅かづのや大湯温泉等温泉地への
訪問も見られる

✓ 中国は、秋田駅が多く、次いで田沢湖
✓ 台湾は、角館、田沢湖、十和田湖、秋田駅と広範囲、道の駅かづのも上位

観光客数
＋12.1%

宿泊客数
＋4.8%

観光客数
-48.2%

宿泊客数
-48.6%

観光客数
＋27.1%

宿泊客数
＋20.4%
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スポット別の動態変化（GPS-32）

✓ タイは、角館が最も多く、秋田駅、田沢湖、乳頭温泉と広範
✓ イギリス、フランスは、秋田駅近辺（データ少なく比較できず）

タイ イギリス フランス

観光客数
＋14.4%

宿泊客数
＋14.3%

観光客数
+483.5%
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国籍別の消費動向変化（PAY-11）

2019年1~9月 2023年1~9月

-45％

＋113％

＋11％

+72％

＋128％

＋85％

＋25％

＋31％

＋67％

＋4％

＋41％

-10％

+40％

+8％

+1％

+19％

-30％

-54％

-33％

-44%

-15％

-1％

✓ 秋田県のコロナ前後の国籍別消費動向は利用人数は約40％増、利用単価は微減
✓ 利用人数はアメリカ、台湾、中国の順
✓ 中国が45％下落、アメリカ、オーストラリア、イギリス、タイが大幅増、台湾も11％増
✓ 利用単価はアメリカ、台湾、イギリスが上昇
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

全国籍 中国

✓ 秋田県の業種別の消費動向は、ホテル、その他小売り、飲食店、スーパー、飲食小売りが利用金額上位
✓ 利用単価はホテルは約8千円上昇、飲食店は約1千円増
✓ 中国はホテル、その他小売り、スーパーの順
✓ 利用単価はホテルは約3千円増、その他小売りは大幅増
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

台湾 タイ

✓ 台湾の利用業種は、ホテル、その他小売り、飲食店、スーパー、飲食小売りが上位
✓ 宿泊単価は約9千円増、空港店舗、居酒屋の単価が上昇傾向。飲食小売り利用増、単価減
✓ タイの利用業種は、ホテル、飲食店、その他小売り、スーパー、レジャーが上位
✓ 単価は宿泊は約2千円増、飲食店単価も上昇。その他小売りは減
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消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 2023年1～9月は秋田市が金額、宿泊数ともに1位、仙北市が同2位
✓ 大仙市は、観光客数6位、宿泊客数7位に関わらず、決済金額は3位、大曲花火時期の消費か
✓ 同様に大館市も観光客数12位、宿泊客数10位に関わらず、決済金額は6位
✓ 一方鹿角市、男鹿市は観光客数に対して、決済金額が低い宿泊は隣接市町村に移動している可能性

2019年1~9月 2023年1~9月
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月別の消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 観光客数、宿泊客数は10月、11月、4月、8月が多い紅葉、桜、花火目的と思料
✓ 決済金額は4月、8月、10月が高く、11月の決済金額が取り込めていない
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月別の消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 台湾は10月、11月、4月が多いタイは4月、10月，11月が多い
✓ 12月、1月、2月のオーストラリアの決済金額が高い
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全国との消費傾向比較（MXD-11）

2019年1~9月 2023年1~9月

全国

秋田県

✓ 全国と比較した秋田の消費単価傾向は、飲食の割合が非常に低く、交通は少し高い
✓ 2019年対比では、宿泊費は伸びているものの、買い物、レジャー、交通が減少傾向
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全国との消費品目比較（MXD-11）

✓ 全国対比で秋田の交通が多い理由は、中国やイギリスの高単価レンタカー利用や、タイのバス・タクシー利用が多い

全国

秋田県

2023年

2023年
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秋田県サマリ

1位：台湾 2位：タイ 3位：中国

来訪
実訪問数：42,972人（1位）
増減率：＋27.1％（2位）

実訪問数：4,203人（2位）
増減率：+14.4％（4位）

実訪問数：3,387人（3位）
増減率：-48.2％（6位）

エリア
(量)

1位 角館北側 1位 角館町 1位 秋田駅前東側

2位 角館町 2位 角館北側 2位 秋田千秋公園西

3位 田沢湖田沢 湖畔東側 3位 秋田駅前東側 3位 秋田駅前西中心街

エリア
(伸び)

1位 道の駅かづの あんとらあ周辺 1位 角館北側 1位 十和田湖プリンスホテル周辺

2位 十和田湖プリンスホテル周辺 2位 秋田駅前東側 2位 田沢湖田沢 湖畔東側

3位 大湯温泉 3位 田沢湖田沢 湖畔東側 3位 角館町

消費
利用者数：1,195人（2位）
増減率：＋11％（8位）

利用単価：13,115円（2位）

利用者数：379人（6位）
増減率：＋85％（3位）

利用単価：10,115円（5位）

利用者数：483人（4位）
増減率：-45％（10位）

利用単価：13,459円（1位）

消費
(量)

1位 ホテル・旅館 1位 ホテル・旅館 1位 ホテル・旅館

2位 その他小売 2位 飲食店・レストラン 2位 その他小売

3位 飲食店・レストラン 3位 その他小売 3位 スーパー

消費
(伸び)

1位 ドラッグストア 1位 飲食店・レストラン 1位 スーパー

2位 スーパー 2位 スーパー 2位 ショッピングセンター

3位 飲食店・レストラン 3位 衣服小物 3位 その他小売

季節 4月 2月、4月 7月、8月
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秋田県

ヒト

ヒト
×

エリア

エリア
×
消費

季節
コンテンツ

✓ 観光客数は55千人コロナ前比12.1%増（宿泊者数は＋4.8％増）

✓ 台湾が中心（約70％）台湾が約27％増、タイが約14％増、オーストラリアが18％増

✓ 台湾は角館、田沢湖、十和田湖、鹿角、乳頭温泉 ⇒自然（レイクリゾート）、温泉

✓ タイは角館に集中田沢湖、乳頭温泉も ⇒ 田沢湖→角館自然（レイクリゾート）、温泉、文化、街歩き

✓ オーストラリアは、秋田駅、角館、たざわ湖ウィンタースポーツ場 ⇒秋田駅まで足を延ばすウィンタースポーツ

✓ 台湾はホテル単価約9千円増その他小売り、飲食店が伸び⇒コト消費＋街ブラ消費消費スポットが少ない

✓ タイはその他小売り、飲食店が伸びレジャー消費が伸び

✓ 10月台湾国慶節（約18千人）、11月紅葉シーズン（約14千人）、4月角館の桜→タイ

✓ 8月もやや増加、冬の観光客が少ないが、オーストラリアのウィンタースポーツ利用には可能性

まとめ ✓ 10、11月のピーク時の「消費」取り込みに向けた消費スポット、コンテンツ強化と、夏冬の「集客」取り込み（祭

り、ゴルフ、ウィンタースポーツ等）に向けたコンテンツ、プロモーション強化
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山形県
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国籍別の動態変化（GPS-10）

2019年1~9月 2023年1~9月

-19.0％

+64.0％

+35.5％

-53.3％

+40.0％

+108.1％

+104.5％

+40.6％

-30.6％

+51.5％

+49.6％

-59.1％

+40.2％

+410.4％

-25.4％

+30.1％

✓ 山形県の2023年1～9月の外国人観光客数は100,584人と2019年比40.6％増、宿泊者数は30.1％増
✓ 国籍別では台湾が最も多く約70％、次いでタイ、アメリカ、中国、オーストラリアの順
✓ 増減は、台湾が約64％増、タイが約35％増加、オーストラリア、イギリス、ドイツも増加率高い
✓ 中国は約53％減、オーストラリアは19％減
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スポット別の動態変化（GPS-32）

全国籍 中国 台湾

✓ 全国籍の傾向は、銀山温泉、山形駅、蔵王温泉、天童と続く銀山温泉が大幅増
✓ 中国は、山形駅、銀山温泉、天童駅、蔵王温泉
✓ 台湾は、銀山温泉、山形駅、蔵王温泉、天童が上位銀山温泉、天童が約2倍の増加

観光客数
＋40.6%

宿泊客数
＋30.1%

観光客数
-53.3%

宿泊客数
-59.1%

観光客数
＋64.0%

宿泊客数
＋51.5%
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スポット別の動態変化（GPS-32）

タイ イギリス フランス

✓ タイは、銀山温泉、山形駅、蔵王温泉が上位銀山温泉が約2倍増
✓ イギリスは、山形駅、蔵王温泉、芭蕉記念館
✓ フランスは、山形駅

観光客数
＋35.5%

宿泊客数
＋49.6%

観光客数
+108.1%

宿泊客数
+410.4%
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スポット別の動態変化（GPS-32）

アメリカ オーストラリア

✓ アメリカは、銀山温泉、山形駅、郷土館「文翔館」、鶴岡駅が上位が特徴的
✓ オーストラリアは、蔵王温泉が上位が特徴他に山形駅、銀山温泉

観光客数
-19.0%

宿泊客数
-30.6%

観光客数
+40.0%

宿泊客数
+40.2%
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国籍別の消費動向変化（PAY-11）

✓ 山形県全体のインバウンド消費は、利用人数が2,710人→4,854人(+79％)と増加傾向。件数、金額も増加
✓ 国籍別には、タイが＋374％と約5倍増加しており、金額ベースでも4位から2位に上昇。オーストラリアも約4倍増加
✓ 単価ベースでも増加している国が多く、オーストラリアと台湾は大きく伸びている。フランスやスペインは減少傾向

2019年1~9月 2023年1~9月

+83％

＋57％

＋374％

-30％

＋286％

＋120％

＋146％

＋44％

＋4％

＋29％

＋79％

+12％

+59％

+10％

-1％

+74％

+22％

+22％

-22％

＋41％

-48％

+22％



76© Rockon Company, Limited 76

業種別の消費動向変化（PAY-11）

全国籍 中国

✓ 山形県の業種別の消費動向は、ホテル、飲食店、衣服ブランド、その他小売り、居酒屋が利用金額上位
✓ ホテル単価は約22千円と大幅上昇、飲食店、衣服ブランド、その他小売り利用者が増、飲食店、ブランドは単価も上昇
✓ 中国はホテル、その他小売り、飲食店、衣服ブランド、ショッピングセンターの順
✓ 利用単価はホテルは約15千円増、その他小売りは大幅増
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

台湾 タイ

✓ 台湾の利用業種は、ホテル、飲食店、衣服ブランド、飲食小売り、その他小売りが上位
✓ 宿泊単価は約30千円と大幅増、銀山温泉での宿泊が増加か。飲食店、その他小売り等の利用者も増。レンタカー単価増
✓ タイの利用業種は、ホテル、飲食店、衣服ブランド、居酒屋が上位
✓ 単価は宿泊は約17千円と増、飲食店単価も約2倍増。その他小売り、居酒屋は利用者増加
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

✓ スペインの利用業種は、ホテル
✓ 宿泊単価は33千円と約13千円の大幅増
✓ アメリカの利用業種は、ホテル、飲食店、その他小売り、ホームセンター、居酒屋が上位
✓ 宿泊単価は37千円と約14千円の大幅増飲食店は利用、単価ともに増加。その他小売りの利用も増加

スペイン アメリカ
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消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 山形市が観光、宿泊、経済の中心蔵王温泉への拠点と思料。次いで、天童市が宿泊者数、決済金額が高い
✓ 尾花沢市が2019年対比躍進。銀山温泉の認知が拡大、宿泊者数増に伴う、決済金額増と思料
✓ 米沢市、酒田市は観光客数順に対し、決済金額順位が低く、宿泊者数拡大等の余地あるものと思料

2019年1~9月 2023年1~9月
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月別の消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 観光客数、宿泊客数は12月、2月が多い温泉目的と思料
✓ 決済金額は1月、2月が高く、6～7月や11月～12月の消費が少ない
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月別の消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 2023年2月は台湾の観光客が多いが、消費は伸びていない ＊宿泊海外オンライン決済の可能性
✓ 2023年1月2月はオーストラリアの消費が増加
✓ 2019年11月12月は台湾と中国の観光客が増加
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全国との消費傾向比較（MXD-11）

2019年1~9月 2023年1~9月

全国

山形県

✓ 全国と比較した山形の消費単価傾向は、買い物の割合が高い一方、飲食の割合は非常に低い
✓ 2019年対比では、宿泊単価が約2倍に増加しており、飲食や交通も増加傾向。買い物は微減
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全国との消費品目比較（MXD-11）

✓ 全国対比で山形の買い物が多い理由は、アメリカの衣服小物、中国の衣服ブランド、台湾の衣服小物、貴金属・時計など
ファッション高単価消費が目立つ。中国のコンビニでの7.6万円利用は特徴的。ホームセンターの単価も高い

全国

山形県

2023年

2023年
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山形県サマリ

1位：台湾 2位：タイ 3位：アメリカ

来訪
実訪問数：100,584人（1位）
増減率：＋64.0％（3位）

実訪問数：76,434人（2位）
増減率：+35.5％（5位）

実訪問数：11,388人（3位）
増減率：-19.0％（6位）

エリア
(量)

1位 銀山温泉 1位 銀山温泉 1位 銀山温泉

2位 山形駅東口 2位 山形駅東口 2位 山形駅東口

3位 蔵王温泉（樹氷高原周辺） 3位 蔵王温泉（樹氷高原周辺） 3位 郷土館「文翔館」

エリア
(伸び)

1位 銀山温泉 1位 山寺・馬口岩 1位 郷土館「文翔館」

2位 天童（公園・舞鶴山・温泉） 2位 山寺・芭蕉記念館（立石寺） 2位 天童駅東北ｴﾘｱ

3位 山寺・馬口岩 3位 最上川千本だんご周辺 3位 鶴岡駅と南側繁華街

消費
利用者数：1,838人（1位）
増減率：＋57％（6位）

利用単価：26,791円（2位）

利用者数：796人（3位）
増減率：＋374％（1位）

利用単価：21,461円（5位）

利用者数：941人（2位）
増減率：+83％（5位）

利用単価：17,423円（7位）

消費
(量)

1位 ホテル・旅館 1位 ホテル・旅館 1位 ホテル・旅館

2位 飲食店・レストラン 2位 飲食店・レストラン 2位 飲食店・レストラン

3位 衣服ブランド・メーカー 3位 衣服ブランド・メーカー 3位 その他小売

消費
(伸び)

1位 飲食店・レストラン 1位 居酒屋 1位 レジャー（ゴルフ、映画、カラオケ等）

2位 その他小売 2位 飲食店・レストラン 2位 飲食店・レストラン

3位 ドラッグストア 3位 ホテル・旅館 3位 ホームセンター

季節 2月 2月、4月 6月、7月
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山形県

ヒト

ヒト
×

エリア

エリア
×
消費

季節
コンテンツ

✓ 観光客数は100千人コロナ前比40.1%増（宿泊者数は＋30.1％増）と7県のうち増加率トップ

✓ 台湾が中心（約70％）台湾が約64％増、タイが約36％増、オーストラリア、イギリスも大幅増

✓ 台湾、タイは銀山温泉、山形駅、蔵王温泉、天童 ⇒ 温泉、雪

✓ イギリスは山形駅、蔵王温泉 ⇒ 銀山温泉認知拡大のポテンシャル

✓ オーストラリアは、蔵王温泉、銀山温泉 ⇒ ウィンタースポーツ

✓ 台湾はホテル単価約30千円と大幅増飲食店、その他小売り等の利用者も増レンタカー単価増

⇒ 銀山温泉での単価、泊数増銀山温泉をメイン目的に周遊、飲食、小売り利用も増加

✓ タイは、ホテル消費に加え、飲食店、衣服ブランド、居酒屋 ⇒ 食、コト消費

✓ 10月から冬にかけて観光客数は増加2023は2月ピーク、4月も多い⇒ 温泉目的、春、夏が課題

✓ 11、12月客数比消費が弱い1,2月は消費額高い ⇒ 温泉＋ウィンタースポーツで宿泊消費単価増

まとめ ✓ 冬の温泉を強みとした、ウィンタースポーツ認知、集客増による消費増

✓ 春夏の集客コンテンツの強化、秋の消費コンテンツの強化がポイント



86© Rockon Company, Limited© Rockon Company, Limited 86

６．福島県
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国籍別の動態変化（GPS-10）

2019年1~9月 2023年1~9月

-46.2％

+127.1％

-14.1％

-66.2％

-37.4％

+1580.6％

+292.7％

-16.9％

+35.8％

-65.8％

+183.9％

+7.2％

-63.2％

-48.0％

+50.8％

-100.0％

✓ 福島県の2023年1～9月の外国人観光客数は81,511人と2019年比35.8％増、宿泊者数は50.8％増
✓ 国籍別では台湾が最も多く約70％、次いでタイ、アメリカ、中国、オーストラリアの順
✓ 増減は、台湾が約36％増、イギリスが約1580％増加、フランスも増加率高い
✓ 中国は約66％減、アメリカは約46％減、タイは約14％減、オーストラリアは約37％減
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スポット別の動態変化（GPS-32）

全国籍 中国 台湾

✓ 全国籍の傾向は、大内宿、五色沼、会津若松、猪苗代、磐梯町が多く、福島駅、郡山駅と続く
✓ 中国は、いわき駅、福島駅、郡山駅とJRでの移動が見える
✓ 台湾は、大内宿、五色沼、鶴ヶ城、磐梯町、猪苗代湖駅はあまり出てこず、観光地が上位ランクイン
✓ リステル猪苗代周辺が大幅増

観光客数
＋35.8%

宿泊客数
＋50.8%

観光客数
-66.2%

宿泊客数
-63.2%

観光客数
＋127.1%

宿泊客数
＋183.9%
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スポット別の動態変化（GPS-32）

✓ タイは、大内宿、福島駅、東山温泉、鶴ヶ城大内宿、鶴ヶ城を観光し東山温泉宿泊というルート傾向が見える
鶴ヶ城、郡山駅が減少し、東山温泉、リステル猪苗代が増加

✓ イギリスは、いわき、アクアマリンくしまと大内宿
✓ フランスは、会津若松

タイ イギリス フランス

観光客数
-14.1%

宿泊客数
＋7.2%

観光客数
+1580.6%

観光客数
＋292.7%
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スポット別の動態変化（GPS-32）

✓ アメリカは、大内宿、福島駅、郡山駅、鶴ヶ城大内宿は微減だが、福島駅、郡山駅、鶴ヶ城は減少
✓ オーストラリアは、福島駅、新白河、鶴ヶ城

アメリカ オーストラリア

観光客数
-46.2%

宿泊客数
-65.8%

観光客数
-37.4%

宿泊客数
-48.0%
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国籍別の消費動向変化（PAY-11）

✓ 福島県全体のインバウンド消費は、利用人数が5,456人→8,410人(+54％)と増加傾向件数、金額も増加
✓ 国籍別では、タイが＋161％と2.6倍増加しており、フランスやイタリアも相対的に数は少ないものの2倍以上増加
✓ 利用人数も単価も増加している台湾が、全体の消費拡大に与える影響が大きい。その他の国籍の単価は、減少傾向

2019年1~9月 2023年1~9月

+161％

＋51％

＋61％

-32％

＋82％

＋75％

＋59％

＋118％

＋129％

＋52％

＋54％

-1％

+5％

-21％

-15％

-17％

-20％

-48％

+8％

-13％

-18％

-18％
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

全国籍 中国

✓ 福島県の業種別の消費動向は、ホテル、その他小売り、家電量販店、飲食店、衣服小売りが利用金額上位
✓ 利用単価はホテルは約4千円上昇、家電も単価増
✓ 中国はホテル、家電、その他小売り、飲食店、居酒屋の順
✓ 利用単価はホテルは約15千円増、家電は大幅増
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

台湾 タイ

✓ 台湾の利用業種は、ホテル、その他小売り、レジャー、飲食店、病院が上位。病院利用が特徴的
✓ 宿泊単価は約5千円増、その他小売り、飲食小売り利用者が急増、レジャー単価も上昇
✓ タイの利用業種は、ホテル、飲食店、その他小売り、居酒屋、飲食小売りが上位
✓ 宿泊単価は約11千円増、宿泊者増に伴い、飲食店、その他小売り等の利用者増。単価は利用者増に伴い落ち着く
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

スペイン アメリカ

✓ スペインの利用業種は、その他小売り、ホテル、衣服小売り、スーパーが上位
✓ 宿泊者数は変わらず単価は13千円の大幅減。その他小売り、衣服小売り利用者が増加
✓ アメリカの利用業種は、ホテル、その他小売り、衣服小売り、飲食店、レジャーが上位
✓ 宿泊単価は約2千円減。その他小売り、衣服小売り利用者が増加。病院利用者の単価増加が特徴的
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消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 観光客数、消費金額ともに会津若松市がトップ。耶麻郡（猪苗代）は宿泊客数トップ、観光客数2位ながら消費は5位
✓ ホテルでの消費中心で、飲食や小売りでの消費が取り込めていない可能性
✓ 南会津郡は大内宿を中心に観光客数は3位であるが、宿泊客数は14位と宿泊客数の取り込みが課題

2019年1~9月 2023年1~9月
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月別の消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 観光客数、宿泊客数は、4月、11月、2月が多い。一方、9月、5月は減少
→夏～秋にかけて消費は増えるが滞在は一定

✓ 客数増の4月が山桜の季節に合わせた観光が特徴、2月はウィンタースポーツ目的の宿泊者と思料
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月別の消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 台湾は4月、7月が多く、タイは4月、10、11月が多い
✓ 1月、2月のオーストラリアの決済金額が高い
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全国との消費傾向比較（MXD-11）

2019年1~9月 2023年1~9月

全国

福島県

✓ 全国と比較した福島の消費単価傾向は、レジャーと交通の割合が非常に高く、飲食の割合は低い
✓ 2019年対比では、レジャーや交通の単価は増加傾向
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全国との消費品目比較（MXD-11）

✓ 全国対比で福島のレジャーが多い理由は、ゴルフと見られる高単価利用と、中国やイタリアの旅行代理店利用が特徴的
✓ 交通は、中国、オーストラリアを中心に高単価なレンタカー利用が見られる

全国

福島県

2023年

2023年
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福島県サマリ

1位：台湾 2位：タイ 3位：アメリカ

来訪
実訪問数：59,743人（1位）
増減率：＋127.1％（3位）

実訪問数：10,650人（2位）
増減率：-14.1％（4位）

実訪問数：4,139人（3位）
増減率：-46.2％（7位）

エリア
(量)

1位 大内宿 1位 大内宿 1位 大内宿

2位 五色沼入口 2位 福島県前西 2位 福島県前西

3位 鶴ヶ城 3位 東山温泉 3位 郡山駅南西ｴﾘｱ

エリア
(伸び)

1位 リステル猪苗代周辺 1位 東山温泉 1位 大内宿

2位 会津芦ノ牧温泉 2位 リステル猪苗代周辺 2位 東山温泉

3位 会津若松繁華街・野口英世記念館 3位 大内宿 3位 鶴ヶ城

消費
利用者数：2,182人（1位）
増減率：＋51％（9位）

利用単価：13,246円（6位）

利用者数：1,279人（3位）
増減率：＋161％（1位）

利用単価：17,532円（2位）

利用者数：2,290人（2位）
増減率：+61％（6位）

利用単価：11,677円（8位）

消費
(量)

1位 ホテル・旅館 1位 ホテル・旅館 1位 ホテル・旅館

2位 その他小売 2位 飲食店・レストラン 2位 その他小売

3位 レジャー（ゴルフ、映画、カラオケ等） 3位 その他小売 3位 衣服小売

消費
(伸び)

1位 飲食小売 1位 飲食小売 1位 衣服小売

2位 ドラッグストア 2位 その他小売 2位 ドラッグストア

3位 その他小売 3位 飲食店・レストラン 3位 スーパー

季節 4月 4月 7月、8月
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福島県

ヒト

ヒト
×

エリア

エリア
×
消費

季節
コンテンツ

✓ 観光客数は81千人コロナ前比35.8%増（宿泊者数は＋50.8％増）

✓ 台湾が中心（約70％）台湾が約127％増、イギリス、フランスが急増

✓ 台湾は、大内宿、五色沼、鶴ヶ城、磐梯町、リステル猪苗代 ⇒ 文化、歴史、レイクリゾート

✓ イギリスはいわき、アクアマリンふくしまと大内宿 ⇒ 社会、文化

✓ フランスは、会津若松・野口英世記念館 ⇒ 文化、芸術

✓ 台湾はホテル単価約5千円増、その他小売り、飲食小売りが増加、病院利用が少ないながら特徴的

⇒ 大内宿周辺での飲食、購買増加か医療ツーリズムの推進効果か

✓ イギリス、フランスはその他小売り、飲食店、飲食小売りの利用者増

✓ 客数は4月、11月、2月が多い台湾、タイが牽引 ⇒ 桜と紅葉、ウィンタースポーツと合わせた観光

まとめ
✓ 他県で強い、タイ、オーストリアに桜、ウィンタースポーツエリアの訴求による集客強化

✓ 会津エリアが現在中心、歴史文化コンテンツ、スポット強化による滞在・消費拡大

✓ いわきエリアの対欧米向け資料館等コンテンツ強化等が考えられる
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新潟県
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国籍別の動態変化（GPS-10）

2019年1~9月 2023年1~9月

-6.9％

+19.1％

-30.0％

-11.9％

-66.1％

+75.7％

+626.1％

+1.9％

-1.5％

-17.1％

+6.2％

+6.4％

+37.3％

-15.3％

-71.6％

+86.8％

+392.0％

+27.1％

-16.6％

✓ 新潟県の2023年1～9月の外国人観光客数は120,046人と2019年比17.1％減、宿泊者数は16.6％減
✓ 国籍別では台湾が最も多く約50％、次いでタイ、アメリカ、オーストラリア、中国の順
✓ 増減は、台湾が約19％増、イギリスが約75％増加、フランスも増加率高い
✓ 中国は約66％減、タイは約30％減、オーストラリアは約12％減
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スポット別の動態変化（GPS-32）

全国籍 中国 台湾

✓ 全国籍の傾向は、越後湯沢、ガーラ湯沢、苗場スキー場、新潟駅、赤倉温泉が多く、スキー場が上位を占める
✓ 中国は、新潟駅、長岡駅、苗場スキー場、越後湯沢駅、燕三条駅とJRでの移動が見える
✓ 台湾は、越後湯沢、ガーラ湯沢、苗場スキー場、新潟駅と岩原スキー場が上位。岩原スキー場が増加

観光客数
-17.1%

宿泊客数
-16.6%

観光客数
-66.1%

宿泊客数
-71.6%

観光客数
＋19.1%

宿泊客数
＋6.4%
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スポット別の動態変化（GPS-32）

タイ イギリス フランス

✓ タイは、越後湯沢、ガーラ湯沢、苗場スキー場、新潟駅、岩原スキー場が上位。岩原スキー場が増加
✓ イギリスは、新潟駅が急増、苗場スキー場、越後湯沢駅と続く
✓ フランスは、新潟駅

観光客数
-30.0%

宿泊客数
＋37.3%

観光客数
+75.7%

宿泊客数
+86.8%

観光客数
＋626.1%

宿泊客数
＋392.0%
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スポット別の動態変化（GPS-32）

✓ アメリカは、新潟駅、苗場スキー場、長岡駅、越後湯沢駅、ガーラ湯沢が上位。全体的に減少も苗場のみ減少幅が小さい
✓ オーストラリアは、赤倉温泉、妙高杉ノ原、ロッテアライリゾートと他国と違ったスキー場の傾向

アメリカ オーストラリア

観光客数
-6.9%

宿泊客数
＋6.2%

観光客数
-11.9%

宿泊客数
-15.3%
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国籍別の消費動向変化（PAY-11）

✓ 新潟県全体のインバウンド消費は、利用人数が13,396人→12,925人(-4％)と微減件数、金額も微減している
✓ 国籍別には、オーストラリアが増加数、率共に最も高い。タイやイギリスが2倍以上増加しており、アメリカも増加数が多い
✓ 一方、単価は利用人数が大きく減少している。中国が伸びており、利用人数が増加している台湾やタイも増加傾向

2019年1~9月 2023年1~9月

-82％

＋40％

＋135％

＋83％

＋160％

＋100％

＋40％

＋89％

＋70％

-39％

-4％

+109％

+10％

-12％

-2％

+10％

-14％

+72％

-35％

-19％

-54％

+7％
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

全国籍 中国

✓ 新潟県の業種別の消費動向は、ホテル、レジャー、その他小売り、百貨店、家電量販店が利用金額上位
✓ 利用単価はホテルは微減、コンビニ、飲食店利用者が増加百貨店単価は大幅増（中国）
✓ 中国はホテル、百貨店、家電、その他小売り、レジャー、ドラッグストアの順
✓ 利用単価はホテルは微増、百貨店は大幅増、家電も増→買い物が主目的の訪日の傾向
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

台湾 タイ

✓ 台湾の利用業種は、ホテル、その他小売り、ドラッグストア、レジャー、家電が上位
✓ 宿泊単価は約8千円増、その他小売り、飲食小売り利用者が増加、レジャー単価大幅増
✓ タイの利用業種は、ホテル、ドラッグストア、その他小売り、レジャー、飲食店が上位
✓ 宿泊単価は微減も宿泊者数大幅増に伴い、ドラッグストア、飲食店、その他小売り等の利用者増。レジャー単価大幅増
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業種別の消費動向変化（PAY-11）

スペイン アメリカ

✓ スペインの利用業種は、ホテル、その他小売り、家電、飲食小売り、スーパーが上位
✓ 宿泊者数半減、単価も約20千円の大幅減
✓ アメリカの利用業種は、ホテル、レジャー、その他小売り、家電、飲食店が上位
✓ 宿泊者数大幅増、単価は約4千円減。その他小売り、飲食小売り、コンビニ利用者が増加。レジャー、レンタカー単価が増加
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消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 南魚沼郡（湯沢町）がスキー場を中心とした、観光、宿泊、消費の中心
✓ 次いで、新潟市妙高市もスキー場を中心とした宿泊客、消費金額の取り込み
✓ 三条市は観光客数少ないものの、決済金額は6位→刃物等高額土産品が貢献か

2019年1~9月 2023年1~9月
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月別の消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 観光客数、宿泊客数は、12月、1月、2月が多いウィンタースポーツ目的の宿泊者と思料
✓ 決済金額は大きな波はないが、12月がやや低く、客数増の1月が山
✓ 4月、7月に宿泊者数、決済金額がやや増加
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月別の消費×動態傾向変化（MXD-10）

✓ 台湾、オーストラリアは1月、2月が多く、アメリカは7月に増加
✓ ロックフェスティバルの影響かタイは12ー４月が多い
✓ 1月、2月のオーストラリアの決済金額が高い
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全国との消費傾向比較（MXD-11）

2019年1~9月 2023年1~9月

全国

新潟県

✓ 全国と比較した新潟の消費単価傾向は、飲食と交通が低い
✓ 2019年対比では、買い物、レジャーの単価が増加傾向
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全国との消費品目比較（MXD-11）

✓ 全国対比で新潟の飲食は少ないが、中国や台湾、タイなどは高単価。バー・ナイトクラブが台湾しか取り込めていない
✓ 交通は、アメリカ、オーストラリア、イギリス、イタリアは高いため、他国にも共通して単価を高めていく必要がある

全国

新潟県

2023年

2023年
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新潟県サマリ

1位：台湾 2位：タイ 3位：アメリカ

来訪
実訪問数：120,046人（1位）
増減率：＋19.1％（3位）

実訪問数：55,734人（2位）
増減率：-30.0％（8位）

実訪問数：18,210人（3位）
増減率：-6.9％（6位）

エリア
(量)

1位 越後湯沢駅周辺 1位 越後湯沢駅周辺 1位 新潟駅周辺

2位 ガーラ湯沢周辺 2位 ガーラ湯沢周辺 2位 苗場スキー場

3位 苗場スキー場 3位 苗場スキー場 3位 長岡駅周辺

エリア
(伸び)

1位 岩原スキー場周辺 1位 新潟駅周辺 1位 弥彦村・弥彦公園他

2位 新潟空港 2位 長岡駅周辺 2位 燕三条駅周辺

3位 長岡駅周辺 3位 越後湯沢駅周辺 3位 苗場スキー場周辺

消費
利用者数：2,420人（1位）
増減率：＋40％（7位）

利用単価：27,112円（2位）

利用者数：1,187人（5位）
増減率：＋160％（1位）

利用単価：18,899円（3位）

利用者数：2,781人（4位）
増減率：+83％（5位）

利用単価：11,548円（6位）

消費
(量)

1位 ホテル・旅館 1位 ホテル・旅館 1位 ホテル・旅館

2位 その他小売 2位 ドラッグストア 2位 レジャー（ゴルフ、映画、カラオケ等）

3位 ドラッグストア 3位 その他小売 3位 その他小売

消費
(伸び)

1位 飲食小売 1位 飲食店・レストラン 1位 その他小売

2位 その他小売 2位 その他小売 2位 レジャー（ゴルフ、映画、カラオケ等）

3位 飲食店・レストラン 3位 バス・タクシー 3位 ホテル・旅館

季節 1月、2月 2月、3月、4月 7月、8月
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新潟県

ヒト

ヒト
×

エリア

エリア
×
消費

季節
コンテンツ

✓ 観光客数は120千人コロナ前比17.1%減（宿泊者数は16.6％減）

✓ 台湾が中心（約50％弱）東北各県の中で依存度最も低い台湾が約19％増、イギリス、フランスが急増

✓ 台湾は、越後湯沢駅、ガーラ湯沢、苗場スキー場 ⇒ ウィンタースポーツ

✓ イギリスは新潟駅、苗場スキー場、越後湯沢駅 ⇒ ウィンタースポーツ

✓ フランスは新潟駅

✓ 台湾はホテル単価約8千円増、レジャー単価大幅増その他小売り、飲食小売り、ドラッグ、家電

⇒他県の台湾傾向と違う広い業種(消費コンテンツが多)いこと、スキー目的ファミリーの日常の延長のモノ消費か

✓ イギリス、フランスは宿泊、レジャーとスキー場を中心とした消費

✓ 客数は12、1、2月と冬型だが、夏もやや増加

まとめ
✓ ウィンタースポーツ以外の高原リゾート、花火や桜等コンテンツとプロモーション強化による集客
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まとめ（再掲）
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エグゼクティブサマリ

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

1

2

3

4

5

6

東北各県

新潟県

7

ターゲット

台湾

アメリカ

83,596人

14,595人

ドイツ

イギリス

+590.7%

+209.1%

消費単価

8,093円
青森駅

弘前城

人気エリア

奥入瀬川

十和田湖

✓ 桜やねぶた文化を中心にした集客がメインで、冬の

集客にポテンシャルがあるためウインタースポーツや

温泉コンテンツで決済の伴う集客拡大に期待

特徴

台湾

タイ

75,753人

7,021人

イギリス

タイ

+147.6%

+57.1%
16,895円

盛岡駅

盛岡中心街

花巻温泉

猊鼻渓

✓ 台湾依存度が高く全体の観光客減が課題のため、

伸び盛りのタイ等のニーズや時期を捉えた発信強化

や街ブラ消費スポット拡大に可能性あり

台湾

タイ

157,746人

17,912人

イタリア

フランス

+158.6%

+57.2%
15,250円

仙台駅

国分町

松島

エスモール

✓ 東北のターミナルかつショッピング拠点の力を活用し、

自然やコト消費スポットへの観光客分散が課題

✓ ターゲット国や季節の多様化への対応が重要

台湾

タイ

42,972人

4,203人

イギリス

台湾

+483.5%

+27.1%
12,117円

角館

秋田駅

田沢湖

千秋公園

✓ 強みの秋の消費拡大に繋げるコンテンツ強化と、

夏冬の集客に向けた祭、ゴルフ、ウインタースポーツ等

のプロモーション強化に可能性

台湾

タイ

76,436人

11,388人

イギリス

ドイツ

+108.1%

+104.5%
22,919円

銀山温泉

山形駅

蔵王

天童

✓ 銀山温泉の映え需要による冬の強さを活かした温泉

以外の冬コンテンツへの派生が重要

✓ 初夏の集客コンテンツ強化も今後ポテンシャルあり

台湾

タイ

59,743人

10,650人

イギリス

フランス

+1580.6%

+292.7%
14,041円

大内宿

五色沼

鶴ヶ城

リステル猪苗代

✓ 台湾が大きく増加している一方で、他県で強いタイや

オーストラリアの減少傾向に今後のポテンシャルあり

✓ 会津エリア、いわきエリアのコンテンツ強化が重要

台湾

タイ

55,734人

18,210人

フランス

イギリス

+626.1%

+75.7%
16,635円

越後湯沢

ガーラ湯沢

苗場スキー場

新潟駅

✓ 台湾への依存低く分散しているが全体として観光客

が減少傾向で、強みのウインタースポーツだけに頼ら

ないコンテンツの整備と強化が重要
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Appendix
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自己紹介

安藤 皇太（あんどう こうた）

合同会社六根 共同CEO

2016年   三井住友カードに入社法人向けの営業を担当

2018年   統合マーケティング部にて、自治体向け観光消費動向調査事業を開始

SNSデータホルダーのナイトレイ社、GPSデータホルダーのナビタイムジャパン社等との

アライアンスを促進し、データの掛け合わせ分析メニューを確立

2019年 観光庁、経産省、宮城県、川崎市、福岡市など、幅広い省庁、自治体を支援

2020年   データ戦略部にてデータ分析支援サービス“Custella”を立上げ

2022年 “Custella”による自治体マーケティング支援チームを指揮

合同会社六根を立ち上げ

2023年 ToC向けのパーソナライズド・マーケティングをデータ視点で企画

データマーケのレベル向上、新規サービス立ち上げ、CDP構築等に従事

細谷 友樹（ほそや ゆうき）

合同会社六根 共同CEO

2006年   三井住友カードに入社法人営業やファイナンス事業を担当

2012年   自社アプリやインバウンド向けメディア等の企画・立ち上げに従事

2017年 自治体向けの観光消費動向調査事業を立ち上げ

NTT西日本社と組み、インバウンド向けの加盟店誘客施策及び

Wi-Fi×消費データによる観光動向分析を提供

2018年 佐賀県、佐賀市、大阪観光局など幅広い自治体、DMOを支援

2020年   データ戦略部にてデータ分析支援サービス“Custella”を立上げ

2022年 データを活用した新規事業、サービス企画を指揮

合同会社六根を立ち上げ

2023年 Tポイント×Vポイント統合による共同データビジネス企画を指揮

＜会社名＞

合同会社 六根

＜設立＞

2022年10月

＜所在地＞

東京都葛飾区東金町6-15-1

＜役員＞

・共同CEO 細谷友樹

・共同CEO 安藤皇太

基本情報 チーム
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（ご参考）六根に込めた想い

Purpose
（存在する意義）

Vision
（目指す世界）

Value
（我々が出せる価値）

 Empowerment Japan

ー六根は、我々とお客様によって“日本を元気にする”ことを目的に、事業を行います

ー近年の変化の激しい時代においても、日本の人、場所、文化が自身の本当に大切な軸を理解し、
ー望むべき未来を実現するために自走できる世の中をお客様と一緒に創ります

ー企業とお客様という一線を引いた関係性を超えて、一緒にゴールを目指します

ー少数精鋭の組織である強みを活かし、信念が通じ合うお客様と未来を共創いたします

ー蓄積したノウハウや企業との繋がりを元に、最適なご支援内容をプランニングいたします

ーデータを起点にした戦略策定やマーケティングを実施いたします

 Amigo（お客様にも仲間の精神で）

 Belief（信念が通じ合うお客様と）

 Connection（蓄積した関係性を最大限活かし）

Data Driven（データ起点で）

 それぞれの人、場所、文化が自らの大切な軸を持ち
魅力的な未来の実現に向けて自走できる世の中を共創すること
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END
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